
島
津
製
作
所

診
断
薬
開
発
を
効
率
化

小
動
物
血
漿
・
血
球
分
離
用
遠
心
デ
ィ
ス
ク
「
Ｃ
Ｄ
―
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
」

　
島
津
製
作
所
の
「
小
動
物

血
漿
・
血
球
分
離
用
遠
心
デ

ィ
ス
ク

Ｃ
Ｄ
―
Ｗ
ｅ
ｌ

ｌ

」
は
、
マ
ウ
ス
で
の
血

漿
中
放
射
能
濃
度
の
時
間
曲

線
を
正
確
に
得
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
が
特
徴
。
放

射
性
元
素
を
含
む
薬
剤
を
体

内
に
導
入
す
る
ポ
ジ
ト
ロ
ン

断
層
撮
影
法

Ｐ
Ｅ
Ｔ

診

断
が
早
期
が
ん
発
見
で
は
有

用
で
、
マ
ウ
ス
に
よ
る
研
究

開
発
を
効
率
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
特
化
し
た
診
断
薬

開
発
を
促
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
同
製
品
は
内
容
量
４

の
Ｕ
字
形
状
の
流
路
を

本

備
え
た
円
盤
形
デ
バ
イ
ス
。

各
流
路
に
採
取
し
た
１

―

４

の
血
液
を
遠
心
分
離

で
血
球
と
血
漿
に
分
離
。
光

学
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
画
像

デ
ー
タ
と
、
放
射
線
量
の
画

像
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
血
漿

中
の
放
射
線
濃
度
変
化
デ
ー

タ
を
得
る
。
最
小
必
要
量
は

１

。
血
液
量
が
少
な
い

マ
ウ
ス
で
も
最
短
５
秒
間
隔

で
採
血
、
解
析
が
可
能
だ
。

山
科
精
器

洗
浄
、
吸
引
し
薬
液
散
布

内
視
鏡
用
洗
浄
吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
「
エ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
」

　
山
科
精
器
が
２
０
１
３
年

春
に
満
を
持
し
て
投
入
し
た

の
が
、
「
内
視
鏡
用
洗
浄
吸

引
カ
テ
ー
テ
ル

エ
ン
ド
シ

ャ
ワ
ー

」
だ
。
大
阪
大
学

の
中
島
清
一
教
授
の
監
修
を

得
て
手
が
け
た
。

　
エ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
は
臓
器

の
洗
浄
と
、
血
液
、
体
液
な

ど
の
吸
引
を
目
的
と
す
る
内

視
鏡
用
の
医
療
製
品
。
先
端

部
は
側
面
に
０
・
４

の

微
細
口
径
の
穴
が

個
あ
け

ら
れ
て
い
る
。
体
内
の
消
化

器
や
組
織
な
ど
に
吸
い
付
か

な
い
た
め
傷
を
つ
け
な
い
。

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
洗

浄
、
吸
引
、
薬
液
散
布
が
１

本
の
エ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
で
で

き
る
点
が
あ
る
。
し
か
も
微

細
孔
が
多
く
あ
る
た
め
に
、

狙
っ
た
部
位
に
的
確
な
噴
射

で
洗
浄
が
で
き
る
。

　
粘
液
洗
浄
は
現
場
の
医
師

か
ら
の
要
望
を
く
み
取
っ
た

も
の
で
、
従
来
の
カ

テ
ー
テ
ル
だ
と
的
確

な
洗
浄
が
難
し
か
っ

た
と
い
う
。
吸
引
も

視
界
を
確
保
し
、
医

師
の
視
野
を
維
持
し

な
が
ら
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

ネ
ツ
シ
ン

高
精
度
温
度
測
定
可
能
に

極
最
小
型
白
金
抵
抗
素
子
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
―
Ｏ
Ｖ
」

注射針 の直径は約

　
ネ
ツ
シ
ン
の
「
極
最
小
型

白
金
抵
抗
素
子

Ｎ
Ｅ
Ｓ
―

Ｏ
Ｖ

」
は
、
業
界
最
小

ク
ラ
ス
の
白
金
測
温
抵
抗
体

温
度
セ
ン
サ
ー
で
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
と
の
共
同
開

発
品
。
感
温
部
の
寸
法
を
０

・
５

と
同
社
最
小
品
比

で
５
分
の
１
に
小
型
化
し

た
。

　
ア
ン
プ
ル
を
使
っ
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
増
幅
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

万

能
細
胞

の
培
養
に
用
い
る

サ
ー
マ
ル
サ
イ
ク
ラ
装
置
な

ど
に
対
応
す
る
。

　
セ
ン
サ
ー
構
造
を
従
来
の

口
出
し
白
金
導
線
２
線
式
か

ら
、
リ
ー
ド
線
を
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
筐
体
内
に
直
接
引
き

き
ょ
う
た
い

込
む
４
線
式
に
変
え
、
感
温

部
の
寸
法
を
大
幅
に
縮
め

た
。
リ
ー
ド
線
に
溶
着
し
た

太
さ

の
極
細
白
金
線

を
、
特
殊
装
置
を
使
っ
た
手

作
業
で
筐
体
外
周
に
巻
き
精

密
コ
イ
ル
化
。
こ
れ
を
ガ
ラ

ス
や
樹
脂
で
封
止
し
、
電
気

抵
抗

の
感
温
部
を
製

造
。
２
線
式
と
異
な
り
、
外

に
は
み
出
た
導
線
部
分
の
抵

抗
の
影
響
を
受
け
ず
、
測
定

温
度
誤
差
で

０
・
１
度

Ｃ
以
内
の
高
精
度
判
定
が
可

能
。

健
康
・
医
療
機
器
部
品
賞

純国産重歩行フローリング

マ
イ
ウ
ッ
ド
・
ツ
ー

圧
密
化
技
術
を
高
度
化

　
マ
イ
ウ
ッ
ド
・
ツ
ー
は
輸

入
材
が
中
心
の
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
で
は
珍
し
い
純
国
産
仕
様

の
土
足
歩
行
用
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
を
開
発
し
た
。
同
社
は
２

０
０
２
年
に
軟
ら
か
い
杉
材

を
圧
密
化
し
、
硬
度
や
耐
摩

耗
性
を
高
め
て
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
表
面
材
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
成
功
。
今
回
、
こ
の

圧
密
化
技
術
を
高
度
化
。
台

板
を
主
流
の
輸
入
ラ
ワ
ン
合

板
に
比
べ
て
軟
ら
か
な
国
産

ヒ
ノ
キ
合
板
に
変
更
し
た
。

　
ヒ
ノ
キ
合
板
は
剛
性
が
ラ

ワ
ン
合
板
よ
り
低
い
。
ヒ
ノ

キ
合
板
を
台
材
に
使
う
と
表

面
に
貼
る
杉
圧
密
材
の
変
形

に
合
わ
せ
、
全
体
が
変
形
す

る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
杉
圧
密
材
の
養
生
や
乾
燥

方
法
を
見
直
し
、
吸
湿
や
乾

燥
に
よ
る
変
形
を
抑

え
た
。
さ
ら
に
ヒ
ノ

キ
合
板
の
厚
さ
を
従

来
比
で
３

厚
い

と
し
て
剛
性

を
向
上
。
杉
圧
密
材

と
ヒ
ノ
キ
合
板
の
貼

り
合
わ
せ
時
の
接
着

剤
塗
布
量
の
管
理
も

厳
密
化
し
、
成
形
後

の
変
形
を
抑
え
た
。

大
阪
ガ
ス
ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ
新
日
鉄
住
金

ニッケル使用量低減

ＬＮＧタンク用７％ニッケル―ＴＭＣＰ鋼板
　
大
阪
ガ
ス
、
ト
ー
ヨ
ー
カ

ネ
ツ
、
新
日
鉄
住
金
の
「
Ｌ

Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
用
７
％
ニ
ッ
ケ

ル
―
Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｐ
鋼
板
」
は
、

液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

タ
ン
ク
に
使
う
高
張
力
鋼

板
。
鋼
板
の
ニ
ッ
ケ
ル
含
有

量
を
９
％
か
ら
７
％
に
見
直

す
こ
と
で
、
ニ
ッ
ケ
ル
使
用

量
を
約

％
低
減
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ

タ
ン
ク
の
内
槽

用
鋼
材
コ
ス
ト

を
約

％
削
減

し
た
。

　
鋼
板
の
熱
処

理
法
に
熱
加
工

制
御

Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｐ

技
術
を

適
用
。
ま
た
化
学
成
分
を
最

適
化
す
る
こ
と
で
９
％
ニ
ッ

ケ
ル
鋼
板
と
同
等
の

強
度
を
確
保
し
た
。

希
少
金
属
で
あ
る
ニ

ッ
ケ
ル
の
資
源
保
全

に
寄
与
す
る
ほ
か
、

ニ
ッ
ケ
ル
の
価
格
変

動
リ
ス
ク
を
抑
制
す

る
効
果
も
あ
る
。
２

０
０
６
年
に
大
阪
ガ

ス
、
ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ

ツ
、
新
日
鉄
住
金
の

３
社
で
鋼
板
の
実
用

化
に
向
け
た
共
同
研
究
を
開

始
。
性
能
を
確
認
し
大
阪
ガ

ス
泉
北
第
一
工
場

堺
市
西

区

の
５
号
タ
ン
ク

容
量

万
立
方

に
採
用
、
約

３
８
０
０

を
納
入
し
た
。

　　 ２０１３年 平成２５年 １１月２０日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


